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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年4月30日(2015.4.30)

【公開番号】特開2014-141526(P2014-141526A)
【公開日】平成26年8月7日(2014.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2014-042
【出願番号】特願2014-89153(P2014-89153)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/133    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/445    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7034   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/74     　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/133    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/445    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7034   　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ２３Ｌ    1/30     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月13日(2015.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビフィズス菌を含むことを特徴とするα－グルコシダーゼ阻害剤による血糖降下作用増
強剤。
【請求項２】
　さらに、α－グルコシダーゼ阻害剤を含む請求項１に記載の血糖降下作用増強剤。
【請求項３】
　α－グルコシダーゼ阻害剤が、一般式（Ｉ）
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【化１】

（式中、Ａは、水酸基、フェノキシ、チエニル、フリル、ピリジル、シクロヘキシル、置
換されていてもよいフェニル基を有しうる炭素数１～１０の鎖状炭化水素基、水酸基、ヒ
ドロキシメチル基、メチル基、アミノ基を有しうる炭素数５又は６員の環状炭化水素基又
は糖残基を示す）で表わされるバリオールアミン誘導体、一般式（ＩＩ）
【化２】

（式中、Ａは、前記と同義である）で表わされるバリエナミンＮ－置換誘導体、一般式（
ＩＩＩ）
【化３】

（式中、Ａは、前記と同義である）で表わされるバリダミンのＮ－置換誘導体、又は一般
式（ＩＶ）
【化４】

（式中、Ｒ１及びＲ３は、同一又は異なって、それぞれ水素原子、置換されていてもよい
直鎖状、分枝状若しくは環式の飽和又は不飽和脂肪族炭化水素基、置換されていてもよい
炭化水素環、芳香環又はヘテロ環であり、Ｒ２は、－Ｈ、－ＯＨ、－ＯＲ′、－ＳＨ、－
ＳＲ′、－ＮＨ２、－ＮＨＲ′、－Ｎ（Ｒ′）（Ｒ′′）、ＮＨ２ＣＨ２－、ＮＨＲ′－
ＣＨ２－、ＮＲ′Ｒ′′－ＣＨ２－、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ′、ＨＯ－ＣＨ２－、Ｒ′
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ＣＯ－ＮＨＣＨ２－、Ｒ′ＣＯ－ＮＲ′′ＣＨ２－、Ｒ′ＳＯ２ＮＨＣＨ２－、Ｒ′ＳＯ

２－ＮＲ′′ＣＨ２－、Ｒ′－ＮＨ－ＣＯ－ＮＨ－ＣＨ２－、Ｒ′－ＮＨ－ＣＳ－ＮＨ－
ＣＨ２－Ｒ′－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ－ＣＨ２－、－ＳＯ３Ｈ、－ＣＮ、－ＣＯＮＨ２、－ＣＯ
ＮＨＲ′又は－ＣＯＮＲ′Ｒ′′であり、Ｒ′及びＲ′′は、同一又は異なって、それぞ
れＲ１と同義である。Ｒ３が－ＣＨ２ＯＨであり、かつＲ２が水素原子又は－ＯＨである
場合；Ｒ３が水素原子であり、かつＲ２が水素原子、－ＯＨ、－ＳＯ３Ｈ、－ＣＮ又－Ｃ
Ｈ２－ＮＨ２である場合；又はＲ３が－ＣＨ２－ＮＨ２であり、かつＲ２が－ＯＨである
場合には、Ｒ１は、水素原子でない。）で表わされる３，４，５－トリヒドロキシピペリ
ジンである請求項１又は２に記載の血糖降下作用増強剤。
【請求項４】
　α－グルコシダーゼ阻害剤を含むことを特徴とするビフィズス菌による血糖降下作用増
強剤。
【請求項５】
　さらに、ビフィズス菌を含む請求項４に記載の血糖降下作用増強剤。
【請求項６】
　α－グルコシダーゼ阻害剤が、一般式（Ｉ）
【化５】

（式中、Ａは、水酸基、フェノキシ、チエニル、フリル、ピリジル、シクロヘキシル、置
換されていてもよいフェニル基を有しうる炭素数１～１０の鎖状炭化水素基、水酸基、ヒ
ドロキシメチル基、メチル基、アミノ基を有しうる炭素数５又は６員の環状炭化水素基又
は糖残基を示す）で表わされるバリオールアミン誘導体、一般式（ＩＩ）

【化６】

（式中、Ａは、前記と同義である）で表わされるバリエナミンＮ－置換誘導体、一般式（
ＩＩＩ）
【化７】

（式中、Ａは、前記と同義である）で表わされるバリダミンのＮ－置換誘導体、又は、一
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般式（ＩＶ）
【化８】

（式中、Ｒ１及びＲ３は、同一又は異なって、それぞれ水素原子、置換されていてもよい
直鎖状、分枝状若しくは環式の飽和又は不飽和脂肪族炭化水素基、置換されていてもよい
炭化水素環、芳香環又はヘテロ環であり、Ｒ２は、－Ｈ、－ＯＨ、－ＯＲ′、－ＳＨ、－
ＳＲ′、－ＮＨ２、－ＮＨＲ′、－Ｎ（Ｒ′）（Ｒ′′）、ＮＨ２ＣＨ２－、ＮＨＲ′－
ＣＨ２－、ＮＲ′Ｒ′′－ＣＨ２－、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ′、ＨＯ－ＣＨ２－、Ｒ′
ＣＯ－ＮＨＣＨ２－、Ｒ′ＣＯ－ＮＲ′′ＣＨ２－、Ｒ′ＳＯ２ＮＨＣＨ２－、Ｒ′ＳＯ

２－ＮＲ′′ＣＨ２－、Ｒ′－ＮＨ－ＣＯ－ＮＨ－ＣＨ２－、Ｒ′－ＮＨ－ＣＳ－ＮＨ－
ＣＨ２－Ｒ′－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ－ＣＨ２－、－ＳＯ３Ｈ、－ＣＮ、－ＣＯＮＨ２、－ＣＯ
ＮＨＲ′又は－ＣＯＮＲ′Ｒ′′であり、Ｒ′及びＲ′′は、同一又は異なって、それぞ
れＲ１と同義である。Ｒ３が－ＣＨ２ＯＨであり、かつＲ２が水素原子又は－ＯＨである
場合；Ｒ３が水素原子であり、かつＲ２が水素原子、－ＯＨ、－ＳＯ３Ｈ、－ＣＮ又－Ｃ
Ｈ２－ＮＨ２である場合；又はＲ３が－ＣＨ２－ＮＨ２であり、かつＲ２が－ＯＨである
場合には、Ｒ１は、水素原子でない。）で表わされる３，４，５－トリヒドロキシピペリ
ジンである請求項４又は５に記載の血糖降下作用増強剤。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の血糖降下作用増強剤を含むことを特徴とする医薬品。
【請求項８】
　請求項１～３のいずれかに記載の血糖降下作用増強剤を含むことを特徴とするα－グル
コシダーゼ阻害剤による血糖降下作用増強用飲食品組成物（但し、ビフィズス菌がビフィ
ドバクテリウム ビフィダム Ｇ９－１である場合を除く）。
【請求項９】
　請求項４～６のいずれかに記載の血糖降下作用増強剤を含むことを特徴とするビフィズ
ス菌による血糖降下作用増強用飲食品組成物（但し、ビフィズス菌がビフィドバクテリウ
ム ビフィダム Ｇ９－１である場合を除く）。
【請求項１０】
　α－グルコシダーゼ阻害剤による血糖降下作用を増強するために用いる組成物製造のた
めの、ビフィズス菌の使用。
【請求項１１】
　ビフィズス菌による血糖降下作用を増強するために用いる組成物製造のための、α－グ
ルコシダーゼ阻害剤の使用。
【請求項１２】
　ビフィズス菌を含むことを特徴とするα－グルコシダーゼ阻害剤による血糖降下作用の
発現促進剤。


	header
	written-amendment

